
◆西司◆ 西北官禰地区の調査一第9 4 次

１はじめに

この調査は、公民館建設に先立ち、橘原市醍醐町で実

施したものである。調査面積は1 , 2 6 0 ㎡、調査期間は、

1 9 9 8年11月20Ｒから1999年３月17日であった。

本調査区は藤原宮西北官衝地区にあたるが、これまで

の周辺での調査では藤原宮期の遺構はあまり検出されて

おらず、むしろ平安時代末から鎌倉時代にかけての遺構

が多く検出されている。したがって、本調査でも、藤原

宮期の遺構の確認とともに、平安時代末から鎌倉時代の
遺構の確認を視野に入れた。

本調査区の基本層序は、上から新旧２時期の耕土、茶

灰色砂質土、灰褐色砂質土（遺物を含む) 、黄灰褐色粘質

土または微砂（耕作溝検出可能面）と続き、その下に暗

褐色粘質土および暗茶褐色砂質土がある。遺構検出は、

おおむね暗褐色粘質土および暗茶褐色砂質土で行い、そ

の標高は66 . 9～6 7 . 0ｍである。

２検出遺構

本調査区（図３）で検出した遺構は、弥生時代～古墳

時代、藤原宮期、平安時代末～鎌倉時代のおおむね３つ

の時代のものに分けられ、このうち平安時代末から鎌倉

時代の遺構の密度が最も高い。以下、各時代の遺構をと

りまとめておく。なお、遺構の時期は、基本的に出土遺

物から推定した。

弥生時代～古墳時代の遺構

調査区の東部で南南東から北北西の方向に流れる弥生

H=67. 0ｍ（E】

時代後期後半～古墳時代の流路（図２）を検出、また、

調査区南東部で東西方向の流路を検出した。

ＳＤＢＢｇＯＳＤ８８９１とS D8 8 9 2 に先行する南南東から北北

西の方向の流路。底部付近には砂層が見られ、水が流れ

ていた状況を示している。弥生時代後期後半の土器が出

土しており、この時期に機能していたものと見られる。

もともと調査区北部では広がっていたこの流路が徐々に

埋まって、ＳＤ８８９１とS D8 8 9 2 のかたちとなり、さらに

S D8 8 9 1 が簸後まで流路としての姿を保ったのであろう。

ＳＤＢＢｇｌＳＤ８８９０の東部を踏襲した流路。延長約2 5 ｍ

を検出し、幅２～４ｍの屈曲した形状であるが、堆積土

は、粘土ないし粘質土であり、比較的滞水していた状態

が推定できる。出土する土器は恭本的には布留式のもの

であり、この流路が古墳時代初頭まで存続していたこと

がわかる。

ＳＤＢＢｇ２ＳＤ８８９０の西部を踏襲した流路。幅１～２ｍ

で延長1 0 , 分を検出した。布留式もわずかに混じるもの

の庄内式の土器が多数を占めていることから、S D 8 8 9 0 が

徐々に埋まった後S D8 8 9 1 と併存し、その後S D8 8 9 1 より

も早い時期、おおむね弥生時代終末期に埋まったものと

見られるｏ

ＳＤＢＢｇ３東からS D 8 8 9 1 に流れ込んでいたと見られる

浅い流路。

S D B B g 5 幅２～３ｍで延長８ｍを検出した東西方向の

流路。北側にやや溢れた状況が見られ、西端で南に折れ

曲がる模様。人工的な溝の可能性があり、時期は弥生時

代ないしは細文時代にさかのぼる可能性もある。

(Ｗ】

塵画l SD8892

図２ＳＤＢＢｇＯ・８８９１．８８９２断面図１：６０
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平安時代末～鎌倉時代の遺構

平安時代末～鎌倉時代( 1 2 ～1 3 世紀前後) のものと考え

られる遺構として、調査区東部と南部を除いた各部で検

出した1 0 基の井戸、同南西部の３棟の建物、同北西部の

１棟の建物などがある。なお、本調査区の南方約5 0 ｍの

第7 5 - 1 2 次調査で検出した環濠の一部と見られる南北溝

は本調査区までは延びていないことを確認した。

ＳＥ８８９６１．７× 1 . 4 ｍの隅丸長方形の掘形を持ち、底に

曲物を据えた井戸。曲物内に石が投棄されており、曲物

上部に石組が組まれていたと見られる。なお、曲物に

S E 8 8 9 7 を起点とする竹管が連結しており、併存していた

ことがわかる。

ＳＥＢＢｇ７２２× 1 . 9 ｍの隅丸長方形の掘形を持ち、底に

曲物を据えた井戸。曲物周辺に石の投棄があり、曲物上

部に石組を備えていたと見られるｏ

ＳＥＢＢｇＢ底に曲物を据えた石組の井戸。

ＳＥ８９０７１．８× 1 . 5 ｍの楕円形の掘形を持ち、底に曲物

４’ ム
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藤原宮期の遺構

藤原宮期または藤原宮に先行する条坊の時期と推定で

きる遺構として、洲査区中央北寄りで大きな土坑、同中

央南寄りから両部にかけてで３棟の建物を検出した。

ＳＫ８９０１長径3 . 0 ｍ、短径2 . 5 ｍ、深さ1 . 0 ｍの楕円形の

土坑。井戸の可能性もある。飛鳥Ｖの土器が出土してお

り、確実に藤原宮期の遺構である。

ＳＢＢ８ｇｇ桁行２間（柱間2 . 2 ｍ) 、梁間２間（同1 . 6 ｍ）

の掘立柱南北棟建物。柱穴から飛鳥ⅣまたはＶの土師器

が出土した。

ＳＢＢｇＯＯＳＢ８８９９と全く同規模・同形式の建物。

S B 8 8 9 9 と東西方向にはわずかにずれているが、約４ｍ北

に平行して建っており、同時期に併存していたものと見

られる。

ＳＢＢｇｌＯ桁行５間（柱間1 . 7 5 ｍ）以上、梁間２間（同

1 . 8 ｍ）の掘立柱東西棟建物。飛鳥ⅣまたはＶの土師器が

出土。
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を据えた石組の井戸。なお、この井戸とＳＥ８９０８．

S E 8 9 1 3 ．S E 8 9 1 4 の４基の井戸は、３ｍ1 1 1 方の範囲に隣接

して掘られている（図４) 。

ＳＥ８９０８１．８× 1 . 5 ｍの楕円形の掘形を持ち、底に曲物

を据えた石組の井戸。曲物の直径は4 0 ｃｍで、曲物の天端

周囲を平坦にならして平瓦をドーナツ状に敷き詰め、そ

こから1 0 ～3 0 ｃｍの石を用いて円形の石組( 残存高9 0 c m）

を組むという造りは、今川検出した井戸の中では鮫もて

いねいで、残存状況も良好である（図６) 。

ＳＥ８９１３１．５× 1 . 5 ｍの隅丸方形の掘形を持ち、底に曲

物を据えた石組の井戸。

ＳＥ８９１４１．３× 1 . 1 ｍの不整円形の掘形を持つ井戸。石

組や曲物は残存しない。

ＳＥＢｇｌｇ直径1 . 6 ｍの円形の掘形を持つ石組の井戸。底に

大埜の石が投棄されており、曲物は確認できなかった。

ＳＥ８９２０１．０× 0 . 7 ｍの隅丸長方形の掘形を持ち、底に

曲物を据えた小規模な井戸。

ＳＥ８９２１１．７× 1 . 3 ｍの楕円形の掘形を持ち、底に曲物

を据えた井戸（図５）。1 1 1 1 物は直径3 8ｃｍ高さ2 7～2 8 c mの

ものを３段龍ね、その上に直径5 0 c m商さ1 3 ｃｍのものを据

えている。その上部の桃造は、石組を備えた痕跡がない

ことから、木組の枠が考えられる。

ＳＢＢｇＯ３桁行3間( 柱間2 . 4 ｍ) 、梁間２間（同1 . 7 ｍ）の

掘立柱東西棟建物。この建物とS B 8 9 1 1 ・S B 8 9 1 5 は平面

が重なることから時期を違えて建っていたものである。

ＳＢＢｇｌｌ桁行3 間（柱間2 . 0 ｍ) 、梁間２間（同1 . 7 ｍ）

に西庇のついた掘立柱南北棟建物。

ＳＢＢｇｌ５桁行3 間（柱間2 . 4 ｍ) 、梁間２間（同2 . 3 ｍ）

の掘立柱南北棟建物。柱穴の一つから1 0 仙紀以降の土師

器が出土しており、平安時代中期頃にさかのぼることも

考えられる。

ＳＢＢｇｌ６桁行3間（柱間2 . 3 ｍ) 、梁間２間（同1 . 7 5 ｍ）

の掘立柱東西棟建物。S E 8 9 2 1 に先行するものである。

ＳＡＢｇＯ５南北塀。３間（柱間1 . 4 ｍ）分を検出。４基の

井戸（S E 8 9 0 7・ＳＥ890 8．ＳＥ891 3・ＳＥ891 4）の束に接し

て作られている。S A 8 9 0 6 とは連続する時期に作られたも

のと見られる（前後関係は不明) 。

ＳＡＢｇＯＳ南北塀。４間（柱間1 . 3 ｍ）分を検出。

このほか、S K 8 9 0 2 、S K 8 9 0 4 、S K 8 9 1 8 の隅丸方形の- ｔ

坑は、土取りの跡または井戸を掘りかけてやめた跡と見

られる。また、調査区中央から北西部で検出した小穴の多

数から瓦器が出・上しており、この時期のものと見られる。

これらの大半は、小規模な建物や塀の柱穴であったもの

であろう。

その他の時期・時期不明の遺椛

その他の時期および時期の確定できない遺碓は以下の

通りである。

ＳＥＢｇｌ７調査区南西部で検出した井戸。直径2 . 8 ｍの円

形掘形を持ち、一辺1 . 4 ｍの縦板組みの枠を据える。出土

遺物から近世のものである。

ＳＡＢｇ２２調盃区西北部で３間（柱間1 . 9 ｍ）分検出し

た南北塀。検出而が高く、近吐以降のものと見られる。

ＳＸＢＢｇ４調盗区北東部S D 8 8 9 1 の埋土上で検出した一

辺9 0 ｃｍの方形掘形を持つ単独の柱穴。対応する柱穴がな

く、性格は不明。形状から見て藤原宮期のものの可能性

もある。

ＳＸＢｇＯｇ洲在区南端部中央部付近で検出した炉｡ わず

かに焼土を残すのみで詳細は不明。すぐ西にも焼土範囲

があり、これも炉と見られる。時期不明。

ＳＸＢｇｌ２調査区中央部付近で検出した炉｡ 地面を浅く

掘りくぼめた1 . 0 × 0 . 7 ｍの桁円形の底を残すのみで上部構

造は不明。

ＳＡＢｇ２３Ｉ淵査区北東部で３間（柱間2 . 2 5 ｍ）分検出し

た東西塀。時期不明。（小野健吉）

３出土遺物

出土遺物は以下の通り◎

土器純文時代から鎌倉時代にいたる時期の土器が出土

している（図７) 。

調在区内で検出された遺構には伴わないが、後期細文

土器が出土している（１～４) 。

S D8 8 9 0 、S D8 8 9 1 、S D8 8 9 2 からは、弥生時代後半から

布留式にかけての土器が出土した。特にS D 8 8 9 0 では弥生

時代後期の商坪、難、壷が中心であり、S D 8 8 9 2 では庄内

式の高坪、艶、壷が、S D 8 8 9 1 では布留式の難と壷が多数

を占める。

S K 8 9 0 1 から藤原宮期の｡ ｋ器がまとまって出土してい

る。土師器坪Ａ、坪Ｂ( 6 ) 、坪Ｃ( 5 ) 、坪Ｈ、蕊( 7 ) 、

鍋、須恵器蓋( 8 ) 、坪Ａ（９．１０) 、平瓶、認、鉢Ａ（1 1 ）

がある。坪Ａ（９）と鉢Ａ（１１）には内面に漆が付蒜して

奈文研年報／ 1 9 9 9 - Ⅱ７
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図７第9 4 次調査出士士塞１：４

本調査区で検出した遺構のうち、藤原宮期と確定でき

るのは土坑S K 8 9 1 0 だけであり、宮に先行する条坊の時期

( 天武朝）の可能性のある３棟の建物（S B8 8 9 9 ･ S B8 9 0 0・

S B 8 9 1 0 ) を含めても、藤原宮期の遺構は希薄である。こ
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１２世紀後半から1 3 世紀ごろに位置づけられる土器は、

おもに井戸から出土している（１２～2 0 ) 。器種は、瓦器

椀（１２～１５) 、土師器小皿・皿（１６～１８) 、瓦器羽釜
( １９．２０) 、摺鉢である。

瓦軒丸瓦は6273C、6274Ａb、6275Ａ、6279B各１点、
軒平瓦は6641Ｃ、6643Ａaが各３点、6641Ｅ、6643Ｃ、

6646Ａ、6641, 6646各1点がある。丸瓦は54点、１３kg、平
瓦が1 6 4点、3 1 . 8 k g 出土した。その他、礎斗瓦、噂、へら
書きのある丸瓦がある。

木製品中世の井戸９基で曲物を確認し、そのうち６基
の井戸から遺存状態の良好であったものを中心に計1 0 点

の曲物をとりあげた。（鈴木恵介）
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れまでの周辺の調査でも、藤原宮期の遺構はきわめて希

薄であり、本調査でもその傾向は変わらなかったと言え

よう。その原因として、この一帯で後世に大規模な削平

が行われたことが想定されているが、もともと藤原宮の

なかで空閑地的な部分であった可能性も少なからずある

のではないだろうか。その理由は、高い地下水位に求め

られる。この調査区の東部でも弥生時代後期後半～古墳

時代の流路が南南東から北北西方向に横切り、また平安

時代末～鎌倉時代、さらに近世の井戸が非常に高密度で

検出され、それらが現在でもかなり高い水位を見せてい

る。万葉集の歌からも藤原宮周辺は池や湿地の多い場所

であったことがうかがえるが、そのなかでも標高が低く

地下水位の高い西北部はとくに殿舎建設に適さない場所

だったのであろう（図８) 。藤原宮に続く平城宮は奈良山

丘陵南麓の支丘先端部に位置し、二つの尾根と谷からな

る地形に立地するが、水位の高い谷筋には佐紀池・水上

池を築造して、池としており、地形に即した土地利用が

なされている。藤原宮では、存続期間が短かったことも

あって、水位の高い場所でも、そうした圃池築造はなさ
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一筆錘辱旨Ｒ

図Ｂ調査区（矢印）および藤原宮跡両北卜牢から

れず、空閑地的に残されたのではないだろうか。

次に、本調査区が妓も商密度に利川されていた平安時

代末から鎌倉時代の状況を兇ると、〃戸がきわめて多い

ことがその特徴としてあげられる。1 , 2 6 0 ㎡に1 0 基（近世

の井戸S E 8 9 1 7 を除く）、井戸のない東部と南部を除けば

7 5 0 ㎡に1 0 基という高密度になり、しかも隣接して４基あ

るいは２基といった配侭が目をひく。こうしたことから、

これらの井戸は単に通常の生活に供されていたとみるよ

りも、むしろ水を使用する何らかの生業用と考える方が

妥当かもしれない。いずれにせよ、建替えを伴う３棟の

建物等の存在とも祁侯って、この場所で生業を含めた生

活が営まれていたことは確実である。本調査区の南方で

は､ これまでの洲在（藤原宮第2 7 - 6 . 6 3 - 2 . 6 6 - 3 . 6 6 - 4 .

7 5 - 1 2 次) で複数の環濠居館の存在が想定されているが、

本I 淵査区内には環濠はなかった。しかし、上記のような

生活空間を想定するとき、やはりこの場所も環濠に囲わ

れていた可能性が大きいことが指摘できよう。それが居

館なのか、あるいはもっと広い範朋を含む集落なのかは、

今後の周辺の調査に待ちたい。

（小野健吉）

コラム：あすかふじわら①

1 9 9 8 年度も発掘現場は４班編成で、
調秀を行った。前年度冬班も６川初旬
まで稼働したが、本年度も飛鳥池遺跡

調先貝

※：総担､ 【１

綱企補助側

, 淵在期間と
主な細在

春

※ 安川龍太郎（考占錐ｌ）
深沸芳樹（考占第１）
腿尼充（逝櫛）

水戸部秀樹
渡遥淳一ｆ（研修）

1998. 4. 7. ～7. 31．

第8 7 次（飛脇池逝跡）
簾9 0 次（雌原東和八．一）
第9 2 次（飛烏池火力辿跡）

総括：部長蝋崎ｌＩＹ

をはじめ、璽要逝跡での賢砿な遺榊・

遺物の検出が州次ぎ、名班とも延長戦
を強いられた。なお、第9 3 次調在では

表２１９９B 年度現場班編成

瓦窯の調秀のため、凡整理室を中心に
｢ 飛鳥池瓦窯特別調査班」（1 9 9 8 . 1 1 . 3 0
～1 9 9 9 . 1 . 1 8 ）が結成された。（Ｎ）

松村
※ 化谷
烏川

夏

忠１１

沿
敏ﾘ｝

( 老I I i 第２）

( 縁, I f節１）
( 世柵）

｢ 】藤敬太郎
Ⅲ稲涼（研修）

1998. 6. 11. ～１１．６．

第9 0次（鵬原京ｲ i 八・・）
鋪9 3 次（飛鳥池世跡）

秋

※ 巽涼一郎（過椛）
．､ f 崎保広（史料）
小郡毅（史料）

鈴木忠介
渡過津ｆ

1998, 10. 5. ～1999. 2. 21.

節9 3 次（飛恥池遺跡）
鋪9‘ 1次（藤原常I 1I i 北官術）

冬

毛利光俊彦（史料）
※I ) i i l I 蒜生（碁吉第２）
小野他吉（逝椛）
村上陸（考古第２）
Ⅲ福涼

1999. 1. 7. ～5. 7．

第9 4 次（藤脈宮西北窟術）
第9 5 次（吉備池廃寺）
鋪9 6 次（藤脈宮西而南門）
第9 7 次（飛恥寺）

ｿ j : 典拠､ ' 1 ：井上1 1 1 1 : ノミ、’ ' １村・‐ 郎／保存科･ 学：村上隙
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